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くわまるからの年賀状

市PRキャラクター「くわまる」から年賀状
が届きます。デザインは令和６年の干

え と

支
「辰

たつ

」に乗ったくわまるが描かれた新作イ
ラスト。年賀状は、くわまる宛てにお便
りを送った人へ返信します。詳しくは市
ホームページを確認してください。

 防災・防犯・行政情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 詳しくは9ページへ
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ネーミングライツ事業

問い合わせ　管財課（☎27－2703）

No．9

伊勢崎市あずまスタジアム

伊勢崎ガス
あずまスタジアム

愛称

伊勢崎ガス 株式会社（日乃出町）

会社概要 昭和38年に本市にて公益事業法
人として設立し、令和4年には創立60周年
を迎えた。令和5年にS

エスディージーズ

DGs宣言を行い、
現在は持続可能かつ強

きょう

靭
じん

なインフラの開発
やガス管の再資源化・ガス機器の廃棄物回
収などの資源循環に取り組んでいる。

応募したきっかけ
　市内にガス・電気を届ける地
元密着のエネルギーインフラ企
業として、ネーミングライツ事
業に参加することが地域貢献に
つながると感じました。また、
弊社には野球部があり、以前か
ら当施設を利用していたため、
野球部のモチベーション向上に
つながればと期待を込めて応募
しました。

愛称に込めた思い
　これまで市内の野球経験者に

伊勢崎ガス
あずまスタジアム

親しまれてきたあずまスタジア
ムの名称を大切に残したいと思
い、「伊勢崎ガスあずまスタジ
アム」という愛称にしました。

市民の皆さんへ一言
　ネーミングライツ事業を通し
て新しい愛称を付ける機会をも
らいうれしく思います。今後も
年齢や性別、野球経験の有無な
どにかかわらず多くの人に施設
を利用してほしいです。そして、
思う存分野球を楽しんでもらえ
たら幸いです。

施設概要
　野球場やソフトボール
場として利用することが
でき、夜間照明などの設
備が充実している。
●敷地面積＝1万3,137

平方メートル
●観客収容人数＝3,500

人

代表取締役
田
た

島
じま

 義
よし

文
ぶみ

さん

いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

●活動状況は？
▶月1回
●活動場所は？
▶境島村公民館
●メンバーは？
▶10人

　美味しんぼ倶楽部では、毎月の当番を決めてレシピの作成や
材料の調達を行い、みんなで料理を作っています。地域のみん
なで料理をしようと集まったことをきっかけに発足し、ことし
で26年目を迎えました。新型コロナウイルスの影響で活動でき
ない期間もありましたが、今年度から活動を再開。会員同士の
仲が良く、話し合いながら料理を作ったり、食事をしたりと、
和気あいあいとした雰囲気の中で活動しています。

境島村公民館（☎74−9345） サークル名 美
お

味
い

しんぼ倶楽部

　今号では、1月11日（木）に
開催される「いせさき初市」に
ついて掲載しています。会場
では、だるまを売る多くの露
店が立ち並ぶほか、上州焼

や

き
饅
まん

祭
さい

やみこしの出初め、猿回
しなど新年を祝うさまざまな
催しが行われます。そんな中
でも私が最も楽しみにしてい
るのは、だるまの露店です。
色や大きさ、デザインなどさ
まざまなだるまの中からお気
に入りの一つを決めて購入し
たいです。以前から気になっ
ていた「アマビエだるま」を見
つけたらこの機会に購入した
いと思います。　　　　（う）

第132回
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▲年賀状の詳
細はこちら

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kikakubu/kikaku/machi/12923.html


●投票用紙に記入して回収箱に入れてください
※投票用紙と回収箱は企画調整課、市民情報コー
ナー（市役所・各支所）、各公民館にあります
●専用ホームページ（URLhttps://logoform.jp/form/
Gpfu/403627）から回答してください
対象　市内に在住または在勤・
在学の人、本市のことが好
きな人・ゆかりがある人
　※投票は１人１票までです
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新
年

伊
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長

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
は
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
行
動
制
限
が

な
く
な
り
、
正
常
化
へ
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
一
方
で
、
世
界
各
地
に
お
け
る
紛
争
や
複
雑
化
す
る

国
際
情
勢
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
が
高
騰
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
活
動
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
市
で
は
社
会
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
電
子
地
域
通
貨「
Ｉ

イ

セ

カ

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
」を
導
入
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
来
る
令
和
７
年
１
月
１
日
に
新
市
誕
生
か
ら
２０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
節
目
を
契
機
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

本
市
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
活
力
と

魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
国
や
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
の
考
え
方
を
あ
ら
ゆ
る
施
策
に

取
り
入
れ
、
持
続
可
能
な
共
生
社
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
令
和
六
年
　
元
旦
　

伊勢崎市誕生20周年記念ロゴマーク
一般投票
投票期間 　１月５日（金）から25日（木）まで

　市は、令和７年１月１日に新市誕生から20年を迎えます。活力ある伊勢崎市を市内
外に発信する「伊勢崎市誕生20周年記念ロゴマーク」を募集したところ、90作品の応募
があり、１次選考によって最終候補の５作品を選出しました。この中から一般投票に
より記念ロゴマークを決定します。ぜひ、投票してください。
　記念ロゴマークは、ポスターやチラシなどに使用するほか、来年度実施する20周年
記念事業において、さまざまな場面で活用します。
問い合わせ　企画調整課（☎27－2707）

▲デザインコン
セプトなどの詳
細はこちら

最終候補５作品
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いせ咲く。i ミーティング
まちなかをもっと楽しく

◀︎
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す

●基盤整備＝伊勢崎駅周辺の道路工事や植栽工事などを行っています
●拠点整備＝(仮称)伊勢崎市新保健センター・子育て世代包括支援センタ
ーの建設工事とにぎわい創出拠点の整備を進めています

●経済活力向上の取り組み＝「まちなか活性化支援会議」を組織し、「いせさ
き楽市」をはじめ、市民参加型ワークショップやシンポジウムなど、年間
　を通してさまざまな事業を行っています

本市の取り組み

銘仙のまち伊勢崎プロジェクト 代表 さん高
たか

山
やま

 華
か

代
よ

伊勢崎銘仙の魅力を県内外や国外の人に伝える取り組みを通じて、
皆さんが本市に親しみを感じ、足を運ぶきっかけになってほしいと

思います。また、伊勢崎駅前や本町通りでのイベントの開催に併せて、伊勢
崎駅前から本町通りまで歩く楽しみをつくることで、活気あるエリアを創出
できるのではないかと思います。

意見

提案
●まちなかを魅力ある銘仙のデザインで彩る
●駅前と本町通りの間を楽しみながら歩ける場にする

四ツ葉学園中等教育学校 ４年生 さん小
こ

林
ばやし

 香
か

穂
ほ

伊勢崎銘仙の個性的なデザインは、後世に伝えるべき本市の魅力の
一つです。看板などに銘仙のデザインを取り入れ、市のシンボルデ

ザインとしてまち全体を飾るのはどうでしょうか。また、生徒の立場として
伊勢崎駅周辺に空き家を活用した学習スペースがあると良いと思います。若
い世代にまちなかを気に入ってもらうことがまちの発展に重要だと考えます。

意見

提案
●伊勢崎銘仙のデザインをまち全体に飾る
●伊勢崎駅周辺に空き家を活用した学習スペースをつくる

設計工房福 代表 さん永
なが

井
い

 福
ふく

二
じ

まちなかには歴史的な建物が多く残っていますが、あまり活用され
ていません。建物としての魅力を伝えるため、空き家や空き店舗の

活用を適切に紹介する必要があると思います。新しいものだけが良いもので
はなく、歴史を感じる建物も魅力的で、まちのシンボルにすべきです。これ
らの建物を維持・保存する活動に取り組むことも重要だと考えます。

意見

提案
●まちなかの歴史的な建物の魅力を伝えるため、空き家や空き店舗の
活用を適切に紹介する

(有)ヤマキコーポレーション 代表取締役 さん山
やま

崎
ざき

 由
ゆ

紀
き

雄
お

文化をけん引するのは「食」だと思います。日本一暑くなった伊勢崎
市では「暑いホットなまち」ということで、カレーを文化にするのは

どうでしょうか。伊勢崎市は多文化共生のまちで、さまざまな国の人がお
り、その中にはカレーを主食にしている国の人たちもいます。また、カレー
であればカレー料理専門店でない飲食店でも作れるため、そういった共通性
を持った料理・食文化に取り組むのは面白いと思います。

意見

提案
●食文化を振興し、まちなかの発展につなげる パネリストが挙げた課題と提案

大手町三区 区長 さん和
わ

佐
さ

田
だ

 憲
かず

央
たか

子どもたちとのコミュニケーションの場として、私たちの世代しか
知らないような遊びを会議所でやってみようと考えています。学校

から帰った子どもたちが会議所をのぞき、おじいちゃん、おばあちゃんが面
白いことをしていると思い遊びに来てくれれば、世代間交流も図ることがで
き、会議所の活性化にもつながると考えています。

意見

提案
●会議所を子どもたちが安心して遊べる場として活用し、遊びを通じ
た世代間交流の場を創出する

◀︎
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ

ん
と
話
し
合
い
ま
し
た

　令和５年10月14日に「まちなかをもっと楽しく！」をテーマに「いせ咲く。
ｉミーティング」を開催しました。市内でまちなかの活性化に取り組むパ
ネリストの皆さんが、これまでの取り組みやまちなかの活性化に関する課
題などをそれぞれの立場から紹介し方策を提案。市は、皆さんからの意見
や提案を参考に、まちなかの活性化に取り組みます。
問い合わせ　広報課（☎27−2711）

いせ咲く。ｉミーティング
市長が市内で活動する皆
さんと、市政の課題など
を話し合う懇談会です。
動画を市ホームページで
公開しています。

▲市ホーム
ページ
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よそ者の視点を持ち続ける
　二つ目は「よそ者の視点を持ち続ける」です。こ
れは地域の中に常に新しい考え方や手法を持ち込
む存在であり続けるということです。まちの課題
が課題のままであるということは、これまでの施
策が思うような効果につながっていないことが一
つの要因だと思います。そこで、地域の人には当
たり前でも地域の外の人からは魅力的に見える「よ
そ者の感性」や外部の手法などの新しい視点を持
ち込むことで、課題の解決や課題そのものを地域
の強みに変えていける可能性があります。
　このように、「地域を知りリスペクトを持ちな
がら外部の視点で活動する」ことを目指し、日々
伊勢崎市の課題と向き合い活動を行っています。

　こんにちは！ まちなかイノベーターの皆瀬勇太
です。今回は私が活動に取り組む上で重要だと考
えている二つの要素を紹介したいと思います。
地域の文化や風土をリスペクトする姿勢
　一つ目は「地域の文化や風土をリスペクトする
姿勢」です。これは、地域の歴史や風土などをな
るべく主観を除いて調べ、理解し、尊重する姿勢
です。私たちは地域の課題を解決するために活動
していますが、課題の全てがだめなものではあり
ません。視点を変えれば課題も特徴であり、時に
はメリットにもなります。例えば、商店街の空き
店舗が多いという課題は新規出店できるテナント
が多いということ、伊勢崎銘仙が新たに生産でき
ないという課題は既存のものの希少価値が上がる
ということでもあります。このように課題を課題
のままにしないため、視点を変えて新しい手法を
取り入れていく必要があります。つまり、地域を
知らずに小手先の手法を取り入れても、地域に合
っていなければ根付くことはないということです。
まちづくりは一朝一夕ではできず、小さな取り組
みの積み重ねが少しずつまちになっていきます。
住民の皆さんに理解され継続できるような取り組
みを行うためには、こちらの姿勢や考え方が重要
であると考えています。

問い合わせ　商工労働課（☎27－27５4）

まちなかイノベーターＮEWS!!協力隊
地域おこし伊

勢
崎

04

令
和
６
年
度 

臨
時
教
職
員
な
ど
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

令
和
６
年
度 

市
民
税
・
県
民
税
の
主
な
税
制
改
正
の
お
知
ら
せ

いせさき初市を開催します

税目 令和5年度まで 令和6年度から

個人住民税
均等割

市民税 3,５00円 3,000円

県民税 2,200円 1,700円

森林環境税（国税） ― 1,000円

合計 ５,700円 ５,700円

募
集
内
容

①
補
助
教
職
員
＝
小
・
中
・
中
等

教
育
学
校
で
産
前
・
産
後
休
暇
や

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
教
職

員（
教
諭
・
養
護
教
諭
・
学
校
栄

養
職
員
・
学
校
事
務
職
員
）の
代

わ
り
と
し
て
勤
務
し
ま
す

②
初
任
者
研
修
後
補
充
非
常
勤
講

師
＝
小
・
中
学
校
の
新
採
用
教
諭

が
校
内
外
研
修
な
ど
で
不
在
の
と

き
に
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務

し
ま
す

③
少
人
数
指
導
支
援
非
常
勤
講
師

＝
小
学
校
や
中
学
校
で
、
教
科
の

少
人
数
指
導
を
担
当
し
ま
す

④
小
学
校
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ポ

ー
タ
ー
＝
英
語
の
授
業
を
支
援
し

ま
す

⑤
小
学
校
学
習
生
活
相
談
員
・
中

学
校
教
育
相
談
員
・
適
応
指
導
教

室
指
導
員
＝
不
登
校
な
ど
の
教
育

相
談
や
学
習
支
援
を
行
い
ま
す

⑥
通
級
教
室
指
導
員
＝
幼
児
・
児

童
に
言
語
・
情
緒
な
ど
の
指
導
と

支
援
を
行
い
ま
す

⑦
教
育
支
援
員
＝
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
園
児
・
児
童
・
生
徒

に
学
習
や
生
活
支
援
を
行
い
ま
す

⑧
外
国
籍
児
童
生
徒
学
校
生
活
支

援
助
手
＝
外
国
籍
の
児
童
・
生
徒

に
通
訳
や
相
談
を
通
し
て
学
習
や

学
校
生
活
の
支
援
を
行
い
ま
す

対
象

①
②
③
＝
職
種
に
応
じ
た
免
許
が

あ
る
人

※
学
校
事
務
職
員
は
免
許
を
必
要

と
し
ま
せ
ん

④
＝
教
員
免
許
状
が
あ
る
人
ま
た

は
英
語
が
堪
能
な
人

⑤
＝
教
職
経
験
の
あ
る
人
、
ま
た

は
児
童
生
徒
に
対
す
る
相
談
経
験

の
あ
る
人
、
ま
た
は
教
育
相
談
に

関
す
る
資
格
が
あ
る
人

⑥
＝
教
員
免
許
状
が
あ
る
人

⑦
＝
資
格
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、

学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る
人

⑧
＝
資
格
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、

外
国
語
が
堪
能
で
学
校
教
育
に
理

解
が
あ
る
人

申
し
込
み

　履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
①
②
③
④
は
随
時
、

⑤
⑥
⑦
⑧
は
２
月
２
日（
金
）ま
で

に
直
接
学
校
教
育
課
へ

※
勤
務
時
間
や
報
酬
な
ど
の
詳
細

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　学
校
教
育
課

①
②
③
④
＝（
教
職
員
係
、
☎

（27）

２
７
８
８
）

⑤
⑥
⑦
⑧
＝（
児
童
生
徒
支
援
係
、

☎
（27）
２
７
９
０
） 

　
令
和
６
年
度
か
ら
適
用
と
な
る
市
民
税
・
県
民
税
に
関
す
る
主
な
税
制

改
正
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　市
民
税
課（
☎

（27）
２
７
１
７
）

額
が
森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て
都

道
府
県
や
市
区
町
村
に
譲
与
さ
れ
、

森
林
の
整
備
や
人
材
の
育
成
、
木

材
の
利
用
や
普
及
啓
発
な
ど
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
東
日
本
大
震
災
基
本
法

に
定
め
る
基
本
理
念
に
基
づ
き
平

成
26
年
度
か
ら
個
人
の
市
民
税
・

県
民
税
均
等
割
に
上
乗
せ
さ
れ
て

い
た
１
０
０
０
円（
市
民
税
５
０

０
円
、
県
民
税
５
０
０
円
）は
、

令
和
５
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
に
係

る
課
税
方
式
選
択
の
見
直
し

　
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
や

譲
渡
所
得
等
は
、
令
和
５
年
度
ま

で
所
得
税
と
個
人
の
市
民
税
・
県

民
税
で
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
令

和
６
年
度
か
ら
は
所
得
税
と
個
人

の
市
民
税
・
県
民
税
で
課
税
方
式

を
一
致
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
令
和
６
年
度（
令

和
５
年
分
）の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
た
上
場
株
式
等
の
配
当
所

得
等
や
譲
渡
所
得
等
は
、
個
人
の

市
民
税
・
県
民
税
で
も
所
得
に
算

入
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介

護
保
険
料
な
ど
の
他
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
課
税
方
式
の
選
択
に
つ
い

て
は
、
自
身
で
慎
重
に
判
断
し
て

く
だ
さ
い
。

国
外
居
住
親
族
に
係
る
扶
養
控
除

等
の
見
直
し

　
扶
養
控
除
等
の
対
象
と
な
る
国

外
居
住
親
族
の
要
件
が
見
直
さ
れ
、

令
和
６
年
度
の
個
人
の
市
民
税
・

県
民
税
か
ら
、
国
外
に
居
住
す
る

30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
親
族
は
、

左
記
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
場
合
を
除
き
、
扶
養
控
除
等

の
適
用
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

●
留
学
に
よ
り
国
内
に
住
所
お
よ

び
居
所
を
有
し
な
く
な
っ
た
人

●
障
害
の
あ
る
人

●
扶
養
控
除
等
を
申
告
す
る
納
税

義
務
者
か
ら
前
年
に
生
活
費
ま
た

は
教
育
費
に
充
て
る
た
め
の
支
払

い
を
38
万
円
以
上
受
け
て
い
る
人

森
林
環
境
税（
国
税
）の
創
設

　
森
林
環
境
税
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
な
ど
の
役
割
を
担
う
森
林
を

支
え
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
国
税

で
す
。
令
和
６
年
度
か
ら
個
人
の

市
民
税
・
県
民
税
均
等
割
と
併
せ

て
１
人
年
額
１
０
０
０
円
を
賦
課

徴
収
し
ま
す
。
そ
の
税
収
は
、
全

個人住民税の均等割額および森林環境税額の内訳

▲市ホーム
ページ

◀
庚こ

う

申し
ん

講こ
う

に
参
加
し
た
際
の
様
子

　新春恒例の「いせさき初市」を開催します。本町通りに福入りだるまを
売る多くの露店が立ち並ぶほか、上州焼

や

き饅
まん

祭
さい

や猿回しなどを実施しま
す。みこしの出初めや、商店会連合会による「初市協賛大売り出し」も行
われます。ことしの福を求めて、ぜひお越しください。
問い合わせ　文化観光課（☎27－27５９）または伊勢崎商工会議所（☎24

－2211）

期日　１月11日（木）
時間　正午～午後８時30分
会場　本町通りほか

※周辺の交通規制を行いま
す

上州焼き饅祭 福
ふく

饅
まん

神
しん

事
じ

 ・大串まんじゅう
　伊勢崎神社では、一年
の無病息災を願いまんじ
ゅうを奉納する「福饅神
事」を行います。年男・
年女が願いを込めた直径
約５５センチの大きなまん
じゅうに、観光特使ひま
わりがみそだれを塗って
炭火で焼き上げます。
時間　午後２時開始
会場　伊勢崎神社（本町）

新春を祝う催しが盛りだくさん

会場　本町通りからくり時
計前交差点付近

【新春みこし出初め】
時間　午後７時開始　
会場　伊勢崎神社(本町)

【猿まわし】
時間　午後２時～６時30分
　※随時行います

▲福饅神事・大串まんじゅ
う

▲詳しくは市ホ
ームページへ

かわいい猿が芸を披露

【いせさき明治館新春柄銘仙展】
時間　午後１時～８時
会場　いせさき明治館
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田島弥平旧宅 秋の普及公開
世界遺産 田島弥平旧宅の歴史に触れました

　令和5年11月19日、田島弥平旧宅および周辺地域で「田島弥平旧宅 秋の普及
公開」が開催され、田島弥平旧宅の「上段の間」や国登録有形文化財の蚕種製造民
家が特別公開されました。その他、周辺地域のガイドツアーや島村蚕具調査・展
示会バックヤードツアーなども行われ、参加者は旧宅所蔵の養蚕道具や昔の道具
類の見学などを通して、絹産業の歴史に触れました。

島村蚕具調査・展示会バックヤードツ
アー

会場を彩る菊花展

田島武平宅「桑麻館」の展示ミュージア
ム

田島弥平旧宅「上段の間」の特別公開

冬の賑
にぎ

わい まちなかイルミネーション
駅前を華やかに彩る色鮮やかなイルミネーション

　令和5年12月１日から、伊勢崎駅南口・北口駅前広場と大手町パティオで「冬
の賑わい まちなかイルミネーション」が行われています。12月１日には色鮮やか
なイルミネーションを見ようと、親子連れや高校生など多くの人が来場。来場者
は、イルミネーションを背景に記念撮影をしたり、ライトアップされた会場の雰
囲気を楽しんだりしていました。「冬の賑わい まちなかイルミネーション」は、１
月11日（木）まで行っています。

青色の光に包まれて記念撮影 ライトアップされた手作りの作品に興味津々

会場を彩る多彩な作品
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課
ま
た
は
郵
送
で
群
馬
県
知
事
宛

て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先
　
〒
３
７
１

−

８
５
７
０

（
住
所
不
要
）　
群
馬
県
都
市
計
画

課締
切
日
　
２
月
５
日（
月
）

１
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
相
当

分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
免
除

制
度
が
始
ま
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
課（
☎

（27）
２
７
３
６
）

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
、
令
和
５
年
11
月
以
降
に

出
産
予
定
ま
た
は
出
産
し
た
場
合
、

産
前
産
後
期
間
相
当
分
の
国
民
健

康
保
険
税
の
所
得
割
額
と
均
等
割

額
を
免
除
し
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
原

則
と
し
て
届
け
出
が
必
要
で
す
。

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届

け
出
が
で
き
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４
カ

月
）以
上
経
過
し
て
の
分
娩
の
こ

と
で
、
死
産
・
流
産
・
早
産
お
よ

び
人
工
妊
娠
中
絶
の
場
合
を
含
み

ま
す

免
除
対
象
期
間

●
単
胎
妊
娠
＝
４
カ
月
間

●
多
胎
妊
娠
＝
６
カ
月
間

※
１
月
分
以
降
の
国
民
健
康
保
険

税
が
免
除
対
象
で
す

※
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会
の
傍
聴

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
２
７
８
５
）

期
日
　
１
月
18
日（
木
）

時
間
　
午
前
10
時
開
始

会
場
　
市
役
所
北
館
４
階
会
議
室

定
員
　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
当
日
午
前
９
時
30
分

か
ら
９
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画

（
変
更
案
）の
縦
覧

区
画
整
理
課（
☎

（27）
２
７
７
０
）

　
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画

の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
間
　
１
月
９
日（
火
）か
ら
22
日

（
月
）ま
で

会
場
　
区
画
整
理
課

※
土
・
日
曜
日
は
市
役
所
本
館
１

階
当
直
室
で
縦
覧
で
き
ま
す

内
容
　
事
業
施
行
期
間
の
変
更
、

設
計
の
概
要
の
変
更
、
資
金
計
画

の
変
更

【
意
見
書
の
提
出
】

　
こ
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
が

あ
る
人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
所
・
氏
名・

利
害
関
係
・
意
見
の
要
旨
を
記
入

し
た「
意
見
書
」（
様
式
は
問
い
ま

せ
ん
）を
直
接
群
馬
県
都
市
計
画

協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

こ
ど
も
食
堂
セ
ミ
ナ
ー
in
い
せ

さ
き市

民
活
動
課（
☎

（61）
６
７
１
２
）

イ
ン

　
こ
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
、
運
営

の
様
子
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応

な
ど
を
学
び
ま
す
。

※
家
庭
に
使
わ
な
い
未
開
封
の
食

料
品
が
あ
る
人
は
、
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い

期
日
　

2
月
10
日（
土
） 

時
間
　
午
後
１
時
～
３
時

会
場
　
絣
の
郷（
円
形
交
流
館
）

定
員
　
１
０
０
人（
先
着
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
１
月

10
日（
水
）か
ら
、
参
加
者
氏
名
を

記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
伊
勢
崎
ロ

ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ（

isesa
ki_rac@

outlook.jp)

い
せ
さ
き
合
同
会
社
説
明
会

商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
５
）

期
日
　
３
月
８
日（
金
）

時
間
　
午
後
３
時
～
６
時

※
受
け
付
け
は
午
後
２
時
か
ら
５

時
ま
で

会
場
　
伊
勢
崎
プ
リ
オ
パ
レ
ス（
昭

和
町
）

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
に
在

学
中
の
人

●
高
等
学
校
を
令
和
７
年
３
月
に

卒
業
見
込
み
の
人

●
上
記
の
学
校
を
卒
業
し
て
３
年

以
内
の
人

参
加
企
業
　
40
社（
予
定
）

※
参
加
企
業
は
伊
勢
崎
商
工
会
議

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w

w
.isesaki-cci.or.jp

）で
確

認
で
き
ま
す

申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
い
せ
さ
き
就
職
面

接
会
実
行
委

員
会（
伊
勢

崎
商
工
会
議

所
内
、
☎

（24）

２
２
１
１
）

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
・
家
族
会

を
開
催
し
ま
す

社
会
福
祉
課（
☎

（27）
６
２
７
３
）

期
日
　

1
月
24
日（
水
）

時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

会
場
　
絣
の
郷（
市
民
交
流
館
）

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
・
家

族定
員
　
20
人
程
度（
先
着
順
）

内
容
　
参
加
者
同
士
で
の
対
話
を

通
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
を
理
解
し
、

互
い
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
分
か

り
合
え
る
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
会

で
す

申
し
込
み
　
１
月
９
日（
火
）か
ら

17
日（
水
）ま
で
に
電
話
で
社
会
福

祉
課
へ

▲市ホーム
ページ

広報いせさき　No.4579

2023年12月1日現在
●人口 212,290人（前月比−52）　●世帯数 95,556戸（前月比＋99）

スマートフォンなどでいつでもどこでも、
広報いせさきを読むことができます。
問い合わせ　広報課（☎27−2711）

スマホアプリ「マチイロ」で広報いせさきを配信中！

◀
配
信
情
報・

登
録
の
詳
細

は
こ
ち
ら

防災・防犯・行政情報をメールで配信していま
す。携帯電話で次のアドレスに空メールを送信
して登録しましょう。  t-isesaki@sg-p.jp
問い合わせ　安心安全課（☎27−2706）

 いせさき情報メールに登録を！

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/somubu/anzen/bousai/1439.html
http://machiiro.town/
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kensui/kokumin/huka/19482.html
mailto:isesaki_rac@outlook.jp
mailto:isesaki_rac@outlook.jp


【
絣
の
郷（
円
形
交
流
館
）会
場
】

期
日
　
１
月
10
日（
水
）・
22
日（
月
）・

２
月
14
日（
水
）・
22
日（
木
）・
３

月
13
日（
水
）・
21
日（
木
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
境
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
】

期
日
　
２
月
１
日（
木
）・
３
月
１

日（
金
）

時
間
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

参
加
料
　
１
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

用
意
す
る
物
　
上
履
き
・
飲
み
物・

タ
オ
ル

申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
（27）
２
７
４
５
）

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
と
理
解
を
持
ち
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
が
、
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
な
ど

を
交
え
て
認
知
症
の
症
状
や
対
応

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。

期
日
　
２
月
16
日（
金
）

時
間
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
茂
呂
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員
　
15
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
１
月
12
日（
金
）午
前

上
級
救
命
講
習
会

消
防
本
部
救
急
課（
☎
（25）
３
９
３
３
）

期
日
　
２
月
６
日（
火
）

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
　
市
消
防
本
部

対
象
　
市
内
、
玉
村
町
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上

の
人

定
員
　
20
人（
抽
選
）

内
容
　
普
通
救
命
講
習
会
の
内
容

に
加
え
、
小
児
・
乳
児
の
心
肺
蘇

生
法
、
外
傷
の
応
急
手
当
て
、
保

温
や
固
定
法
な
ど
を
学
び
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
１
月
４
日（
木
）か
ら

17
日（
水
）ま
で
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
に
電
話
で
消
防
本

部
救
急
課
ま
た
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（

https://logoform
.jp

/form
/G

pfu
/415944

）か

ら
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

Ａ
Ｄ
Ｌ
体
操
教
室

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
（27）
２
７
４
５
）

　
Ａ
Ｄ
Ｌ
体
操
は
、
心
と
体
を
元

気
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
高

齢
者
向
け
の
楽
し
く
易
し
い
体
操

で
す
。

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
市

役
所
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座・

ワ
ー
ド
エ
ク
セ
ル
実
践

商
工
労
働
課（
☎
（27）
２
７
５
５
）

期
日
　
２
月
19
日（
月
）・
26
日（
月
）

（
全
２
回
）

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
　
職
業
支
援
セ
ン
タ
ー
い
せ

さ
き（
宮
子
町
）

定
員
　
15
人（
抽
選
）

参
加
料
　
４
９
８
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

申
し
込
み
　
１
月
５
日（
金
）か
ら

26
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
伊
勢

崎
佐
波
高
等
職
業
訓
練
校（
宮
子

町
、

（23）
６
１
８
８
、

kunren
@

isesaki-center.ac.jp

）へ

※
申
込
書
は
伊
勢
崎
佐
波
高
等
職

業
訓
練
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

htt
p://w

w
w

.isesaki-center.ac.
 jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す問
い
合
わ
せ
　
伊
勢
崎
佐
波
高
等

職
業
訓
練
校（
☎

（25）
７
５
６
８
）

た
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http
s://logoform

.jp/form
/G

pfu
/428385

）か
ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

ゆ
る
っ
と
日
常
瞑め

い

想そ
う

講
座
～
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
入
門
編
～

豊
受
公
民
館（
☎
（32）
０
３
５
０
）

期
日
　
２
月
３
日（
土
）

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分会
場
　
豊
受
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

女
性
の
た
め
の「
健
康
づ
く
り

栄
養
」講
座

豊
受
公
民
館（
☎
（32）
０
３
５
０
）

期
日
　
１
月
30
日（
火
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

会
場
　
豊
受
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
女
性

定
員
　
16
人（
先
着
順
）

内
容
　
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
い

る
た
め
に
、
老
化
を
防
い
で
体
の

中
か
ら
健
康
に
な
る
た
め
の
知
識

を
身
に
付
け
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
１
月
10
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
豊
受
公
民
館
ま

在
学
の
人

定
員
　
16
人（
先
着
順
）

内
容
　
気
軽
に
体
験
で
き
る
瞑
想

な
ど
を
通
し
て
、
脳
や
心
を
整
え

る
た
め
の
方
法
を
学
び
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
１
月
16
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
豊
受
公
民
館
ま

た
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http
s://logoform

.jp/form
/G

pfu
/428364

）か
ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

ム
ー
ブ
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

南
公
民
館（
☎
（26）
８
３
３
３
）

期
日
　
２
月
５
日
・
19
日
・
３
月

４
日
・
18
日
の
月
曜
日（
全
４
回
）

時
間
　
午
後
２
時
～
３
時

会
場
　
南
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員
　
８
人（
先
着
順
）

内
容
　
脱
力
系
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
学
び
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
１
月
12
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
南
公
民
館
へ

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

明
る
く
元
気
に
な
る
写
経

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

期
日
　
１
月
27
日（
土
）

時
間
　
午
前
10
時
～
正
午

会
場
　
赤
石
楽
舎

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
２
０
０
円（
資
料
代
）

申
し
込
み
　
１
月
17
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

学
び
な
お
し
日
本
史
Ⅳ

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

期
日
　
１
月
16
日
・
30
日
・
２
月

13
日
・
27
日
・
３
月
12
日
・
19
日・

26
日
の
火
曜
日（
全
７
回
）

時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
　
赤
石
楽
舎

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員
　
32
人（
先
着
順
）

内
容
　
日
本
の
歴
史
を
概
観
し
、

江
戸
時
代
に
つ
い
て
学
び
ま
す

参
加
料
　
５
０
０
円（
資
料
代
）

申
し
込
み
　
１
月
９
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

▲専用ホー
ムページ

▲専用ホー
ムページ

▲専用ホー
ムページ

▲市ホームページは
こちら

　令和６年１月31日（水）をもって伊勢崎市新型コロナウイルスワクチンコールセン
ター業務およびLINE予約を終了します。２月以降の新型コロナワクチン接種の予約
受け付けは医療機関が行いますので、電話で予約してください。
　※接種券の再発行などは健康づくり課まで問い合わせてください
問い合わせ　健康づくり課（☎27−6275）

　令和６年４月から広報いせさきは月1回の発行と
なります。５月号からは紙面のリニューアルを予定
しています。詳しくは本紙３月16日号に掲載を予定
しています。
　また、発行回数の変更に伴い、市からのチラシや
回覧などのお知らせも月１回となります。
問い合わせ　広報課（☎27−2711）

情報発信の充実
　市ホームページや市公式SNS（F

フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook、Ｘ）、
いせさき情報メール、いせさきFM、群馬テレ
ビのデータ放送などのさまざま媒体を活用して、
市民の皆さまにタイムリーな情報を発信してま
いります。

期日　１月25日・２月１日・８日の木曜日（全３回）
時間　午後１時30分～３時
会場　茂呂公民館
対象　市内に在住または在勤・在学の人
定員　20人（先着順）
内容　
●第１回＝備えて安心！在宅避難のススメ
●第２回＝災害に備える「災害脳」を活性化
●第３回＝予測できない地震に備える！もしもの時

のアクションプラン
申し込み・問い合わせ　１月10日（水）
 午前９時から電話で茂呂公民館（☎
 25−2671）または専用ホームページ
　（ https://logoform.jp/form/Gpfu
 /419443）から申し込んでください

　市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

では、外
がい

国
こく

人
じん

が多
おお

く暮
く

らす本
ほん

市
し

で、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の推
すい

進
しん

に向
む

けて相
そう

互
ご

理
り

解
かい

や交
こう

流
りゅう

のきっかけとなるよ
う、外

がい

国
こく

人
じん

が営
いとな

むレストラン
を紹

しょう

介
かい

するマップを作
さく

成
せい

しま
した。

内
ない

容
よう

　市
し

内
ない

の南
なん

米
べい

系
けい

レストランとアジア圏
けん

のエスニ
ックレストランを中

ちゅう

心
しん

に、24店
てん

舗
ぽ

の外
がい

国
こく

人
じん

が営
いとな

む
レストランを掲

けい

載
さい

しています
配
はい

布
ふ

場
ば

所
しょ

　国
こく

際
さい

課
か

、各
かく

支
し

所
しょ

、各
かく

公
こう

民
みん

館
かん

、各
かく

図
と

書
しょ

館
かん

な
どで配

はい

布
ふ

しています
問
と

い合
あ

わせ　国
こく

際
さい

課
か

（☎27−2731）

広報いせさき　No.45711 2024年（令和6年）1月1日号 10

情報掲示板

伊勢崎市新型コロナウイルスワクチンコールセンター業務
およびL

ラ イ ン

INE予約終了についてのお知らせ
広報いせさきの発行が月１回になります

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 外
がい

国
こく

人
じん

レストランマップ

▲専用ホー
ムページ

もしもの時の防災講座

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kensui/kenko_dukuri/hokenyobou/kenko/11448.html
https://logoform.jp/form/Gpfu/415944
mailto:kunren@isesaki-center.ac.jp
mailto:kunren@isesaki-center.ac.jp
http://www.isesaki-center.ac.jp/
http://www.isesaki-center.ac.jp/
http://www.isesaki-center.ac.jp/
https://logoform.jp/form/Gpfu/428385
https://logoform.jp/form/Gpfu/428385
https://logoform.jp/form/Gpfu/428385
https://logoform.jp/form/Gpfu/428385
https://logoform.jp/form/Gpfu/428364
https://logoform.jp/form/Gpfu/428364
https://logoform.jp/form/Gpfu/428364
https://logoform.jp/form/Gpfu/428364
https://logoform.jp/form/Gpfu/419443


ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
５
）

　
群
馬
労
働
局
は
、
職
場
で
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
相
談

に
応
じ
る「
特
別
相
談
窓
口
」を
開

設
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す

※
匿
名
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す

期
日
　
月
か
ら
金
曜
日
ま
で

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

問
い
合
わ
せ
　
群
馬
労
働
局（
☎

０
２
７

−

８
９
６

−

４
７
３
９
）

ス
ケ
ー
ト
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日
　
２
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で

の
月
・
水
・
金
曜
日（
全
６
回
）

※
12
日（
月
）は
除
き
ま
す

時
間
　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

会
場
　
伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

ー（
今
井
町
）

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

市
文
化
協
会
第
３
期
事
業

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

　
市
文
化
協
会
の
各
部
門
が
日
頃

の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

【
書
道
部
門「
書
道
展
」】

期
間
　
２
月
２
日（
金
）か
ら
４
日

（
日
）ま
で

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
歌
謡
部
門「
発
表
会
」】

期
日
　
２
月
４
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時【文
学
部
門「
文
学
祭
」】

期
日
　
２
月
10
日（
土
）・
11
日（
祝
）

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
４
０
０
０
円（
貸
し
靴

代
な
ど
）

申
し
込
み
　
１
月
15
日（
月
）か
ら

参
加
料
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
へ

野
球
審
判
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

【
学
科
】

期
日
　
１
月
27
日
・
２
月
３
日
・

10
日
の
土
曜
日（
全
３
回
）

時
間
　
午
後
６
時
～
９
時

会
場
　
殖
蓮
公
民
館

【
実
技
】

期
日
　
２
月
18
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

会
場
　
伊
勢
崎
工
業
高
校（
中
央

町
）

対
象
　
市
内
に
在
住
の
高
校
生
以

上
の
人

※
市
野
球
協
会
に
登
録
し
て
い
る

チ
ー
ム
の
監
督
・
主
将
、
少
年
野

球
の
監
督
・
コ
ー
チ
は
参
加
し
て

く
だ
さ
い

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
市
野
球
協
会（

０
９
０

−

４
３
７
６

−

７
４
６
５・

須
田
）

市
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
兼
市

民
ス
キ
ー
競
技
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日
　
１
月
21
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時

会
場
　
丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場（
利

根
郡
片
品
村
）

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人
、
市
ス
キ
ー
協
会
加
盟

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
人

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
は
市
ス

キ
ー
協
会
で
加
入
し
ま
す

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す

種
別
・
種
目

●
ス
キ
ー
の
部
・
大
回
転
＝
70
歳

以
上
男
子
・
60
歳
代
男
子
・
50
歳

代
男
子
・
40
歳
代
男
子
・
30
歳
代

男
子
・
29
歳
以
下
男
子（
高
校
生

以
上
）、一
般
女
子（
高
校
生
以
上
）、

中
学
生
男
子
・
女
子
、
小
学
生
高

学
年
男
子
・
女
子（
４
～
６
年
生
）、

小
学
生
低
学
年
男
子
・
女
子（
１

～
３
年
生
）

●
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
・
大
回
転

※
年
齢
・
性
別
の
区
別
は
あ
り
ま

せ
ん

参
加
料
　
高
校
生
以
上
＝
１
０
０

０
円
、
中
学
生
以
下
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
１
月

12
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
市
ス
キ

ー
協
会（

０
９
０

−

２
６
５
６

−

９
２
８
２
・
小
池
）

※
11
日（
祝
）は
午
後
３
時
ま
で

【
華
道
部
門「
い
け
ば
な
展
」】

期
日
　
２
月
10
日（
土
）・
11
日（
祝
）

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
11
日（
祝
）は
午
後
３
時
ま
で

【
民
謡
民
舞
部
門「
民
謡
民
舞
発
表

大
会
」】

期
日
　
２
月
11
日（
祝
）

時
間
　
午
後
１
時
～
３
時

【
同
時
開
催 

落
語
講
演
会
】

期
日
　
２
月
10
日（
土
）

時
間
　
午
後
２
時
30
分
開
演

定
員
　
１
２
０
人（
先
着
順
）

演
題
　
落
語
と
紙
切
り

講
師
　
柳
家
小
も
ん
さ
ん（
落
語

家
）

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券
は
１
月
15
日（
月
）か
ら
文

化
観
光
課
で
配
布
し
ま
す
。
整
理

券
は
１
人
２
枚
ま
で
で
す

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

会
場
　
人
材
派
遣
ワ
イ
ズ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
境
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー入
場
料
　
無
料

障
害
者
ワ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ

障
害
者
セ
ン
タ
ー（
☎

（75）
５
５
３
０
）

　
障
害
の
あ
る
人
の
働
く
姿
を
知

っ
て
も
ら
い
、
障
害
者
雇
用
を
促

進
す
る
た
め
、
障
害
者
就
労
ミ
ニ

講
座
や
福
祉
用
具
展
示
な
ど
を
行

い
ま
す
。

期
日
　
１
月
18
日（
木
）

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

会
場
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー

内
容
　
障
害
者
就
労
ミ
ニ
講
座
、

障
害
者
施
設
紹
介
展
示
、
福
祉
用

具
展
示
、
物
販
コ
ー
ナ
ー
、
障
害

者
雇
用
・
就
労
・
生
活
相
談
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
市
障
害
者
就
労
支

援
協
議
会（
☎
（25）
３
３
９
０
）

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
集
い

人
権
課（
☎

（27）
２
７
３
０
）

　
講
演
会
、
隣
保
館
・
集
会
所
事

業
の
成
果
発
表
会
、
市
内
の
小
・

中
学
生
に
よ
る
人
権
啓
発
ポ
ス
タ

ー
や
人
権
標
語
の
優
秀
作
品
の
展

示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日
　
１
月
20
日（
土
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

【
講
演
会
】

時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

演
題
　
一
隅
を
照
ら
す
～
そ
れ
ぞ

れ
の
真
心
を
み
つ
め
て
～

講
師
　
高た

か

橋は
し

美び

清せ
い

さ
ん（
照
諦
山

心
月
院
尋
清
寺
住
職
）

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す

【
隣
保
館
・
集
会
所
事
業
成
果
発

表
会
】

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

会
場
　
人
材
派
遣
ワ
イ
ズ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
境
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー入
場
料
　
無
料

申
し
込
み
　
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
人
権
課
・
生
涯
学

習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

学
校
給
食
パ
ネ
ル
展
を
開
催

健
康
給
食
課（
☎

（75）
２
５
１
７
）

　
１
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
は
全

国
学
校
給
食
週
間
で
す
。
学
校
給

食
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
　
１
月
20
日（
土
）か
ら
28
日

（
日
）ま
で

※
22
日（
月
）は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

明るい選挙啓発ポスターコンクール
優秀作品展

　市消防団活動に積極的に協力している（株）神倉に、
伊勢崎市消防団協力事業所表示証を交付しました。

（株）神倉は社員の消防団活動に深い理解を示すとと
もに、所有する重機を活用した災害時協力を申し出
るなど、地域の防災力の向上に貢献しています。
問い合わせ　消防本部総務課（☎25−3511）

　子ども・子育て支援施策の充実を図るため、 「第
２期子ども・子育て支援事業計画」を改定します。
改定に当たり、無作為に抽出した1,000人を対象に
アンケート調査を行います。アンケートは１月以降
に郵送しますので、回答に協力してください。
対象　市内に在住の小学生以下の子どもの保護者
問い合わせ　子育て支援課（☎27−8805）

　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
● 境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域） 

＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）
● 境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域） 

＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●１月20日（土）　中西工業　　　☎25−5900

●１月21日（日）　阿久津建設　　☎62−1242

●１月27日（土）　タカイ設備　　☎76−3539

●１月28日（日）　鈴木設備工業　☎75−4921

シニアｅスポーツ体験教室

　認知機能の向上などを目的としたｅスポーツ

を体験してみませんか。

期日　１月21日（日）

時間　午前10時～正午

会場　南公民館

対象　市内に在住の60

　歳以上の人

定員　30人（先着順）

参加料　無料

申し込み・問い合わせ　１月９日（火）午前９時

から電話で南公民館（☎26−8333）

　市内の小・中学校から寄せら
れた明るい選挙啓発ポスターコ
ンクール作品のうち、優秀作品
30点を展示します。
 ※作品は市ホームページでも

見ることができます
期間　１月15日（月）から19日（金）
 まで
時間　午前８時30分～午後５時

15分
 ※19日（金）は午後３時まで
会場　市役所東館１階市民ホー

ル
入場料　無料
問い合わせ　選挙課（☎27−27
 81）
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消防団協力事業所表示証を交付 子ども・子育て支援に関する
アンケート調査に協力してください

▲小学生の作品

▲中学生の作品



伊
勢
崎
佐
波
高
等
職
業
訓
練
校

職
業
訓
練
生
募
集

商
工
労
働
課（
☎

（27）
２
７
５
５
）

科
目
・
期
間
　
木
造
建
築
科
＝
３

年
、
と
び
科
＝
２
年
、
配
管
科
＝

１
年
、
機
械
加
工
科
＝
２
年

対
象
　
科
目
に
該
当
す
る
事
業
所

に
勤
務
し
、
労
働
保
険
に
加
入
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
人

定
員
　
各
10
人

※
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

受
講
料
　
年
７
万
２
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
３
月

29
日（
金
）ま
で
に
伊
勢
崎
佐
波
高

等
職
業
訓
練
校（
☎
（25）
７
５
６
８
）

学
校
労
務
技
士
の
登
録
者
を
募
集

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
２
７
８
５
）

　
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
会
計

年
度
任
用
職
員（
学
校
労
務
技
士
）

の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
時
間
・
報
酬

●
１
日
６
時
間
・
週
５
日
勤
務
＝

月
額
12
万
９
１
０
０
円

※
通
勤
手
当
・
期
末
手
当
・
勤
勉

手
当
な
ど
の
支
給
が
あ
り
ま
す

●
１
日
６
時
間
・
週
３
日
勤
務
＝

時
給
１
０
０
０
円

※
通
勤
手
当
・
期
末
手
当
・
勤
勉

手
当
な
ど
の
支
給
が
あ
り
ま
す

対
象
　
学
校
施
設
の
維
持
管
理
に

お
け
る
簡
単
な
修
繕
や
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

が
で
き
る
人

申
し
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
教
育
委
員
会

総
務
課
へ

※
申
込
書
は
教
育
委
員
会
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

※
審
査
後
必
要
に
応
じ
て
連
絡
し
、

面
接
を
行
い
ま
す

令
和
６
年
度
公
立
幼
稚
園
臨
時

教
員
な
ど
の
登
録
者
を
募
集

学
校
教
育
課（
☎

（27）
２
７
８
８
）

募
集
内
容

①
補
助
教
員
＝
産
前
・
産
後
休
暇

や
育
児
休
業
・
病
気
休
暇
な
ど
を

取
得
す
る
教
諭
の
代
わ
り
と
し
て

勤
務
し
ま
す

②
３
・
４
歳
児
支
援
員
＝
３
・
４

歳
児
学
級
で
園
児
の
指
導
を
補
助

し
ま
す

③
子
育
て
支
援
員
＝
幼
稚
園
の
教

育
時
間
後
の
預
か
り
保
育
を
行
い

ま
す

対
象

①
＝
幼
稚
園
教
諭
免
許
が
あ
る
人

②
③
＝
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

申
し
込
み
　
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
学
校
教
育
課

へ※
勤
務
時
間
や
報
酬
な
ど
の
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

手話を
やってみよう！

　伊勢崎銘仙の機織りの様子を表す「いせさき」とい
う手話と、つぼみから花びらが開く様子を表す「咲
く」という手話を組み合わせて表現します。
問い合わせ　障害者センター（☎75−5530）

今回の手話 「いせ咲く」

①左の手のひらを上に向
け、右の手のひらを合わ
せます

②親指以外を曲げながら
右手を上に上げ、左の手
のひらに下ろします

③両手の指を軽く曲げて向かい合
わせ、手首をつけたまま開きます

▲手話の動画
はこちら

秘
書
課（
☎

（27）
２
７
０
０
）

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥（
一
社
）全
日
本
オ
ー
ト
レ
ー
ス

選
手
会
伊
勢
崎
支
部
29
食
堂
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
市
民
病
院
へ
８
万

円♥
㈲
渡
辺
油
脂
工
業
所
か
ら
市
民

病
院
へ
５
万
円

♥
境
南
中
想
い
出
作
り
実
行
委
員

会
か
ら
境
南
中
学
校
へ
テ
ン
ト
１

張
り
と
耕
運
機
１
台 に

く
き
ゅ
う

　ISECAに関するアンケートを実施しています。アプリ利用者
はアプリ内の「地域情報」から回答してください。カード利用者
は、市ホームページから回答するか、商工
労働課窓口または各公民館にある調査票で
回答してください。
期間　１月26日（金）まで
問い合わせ　商工労働課（☎27−2754）

有料広告のページ15 広告の内容に関する一切の責任は、広告主に帰属するものです。この広告内容を市が推奨・保証などするものではありません。 2024年（令和6年）1月1日号 14

情報掲示板

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24−5780　  https://isesaki-auto.jp/

12・13・14１/
◆川口オート場外発売

20・21・22・23・24１/
◆浜松オート場外発売 GⅠスピード王決定戦

15・16・17１/
◆浜松オート場外発売

I
イ セ カ

SECAのアンケートに協力してください

◀
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

広
告
の
ペ
ー
ジ

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/keizai/shoko/syoukousinkou/19613.html
https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/hukusiko/fukushi/syougaisyasenta/12819.html
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くわまるからの年賀状

市PRキャラクター「くわまる」から年賀状
が届きます。デザインは令和６年の干

え と

支
「辰

たつ

」に乗ったくわまるが描かれた新作イ
ラスト。年賀状は、くわまる宛てにお便
りを送った人へ返信します。詳しくは市
ホームページを確認してください。

 防災・防犯・行政情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 詳しくは9ページへ
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ネーミングライツ事業

問い合わせ　管財課（☎27－2703）

No．9

伊勢崎市あずまスタジアム

伊勢崎ガス
あずまスタジアム

愛称

伊勢崎ガス 株式会社（日乃出町）

会社概要 昭和38年に本市にて公益事業法
人として設立し、令和4年には創立60周年
を迎えた。令和5年にS

エスディージーズ

DGs宣言を行い、
現在は持続可能かつ強

きょう

靭
じん

なインフラの開発
やガス管の再資源化・ガス機器の廃棄物回
収などの資源循環に取り組んでいる。

応募したきっかけ
　市内にガス・電気を届ける地
元密着のエネルギーインフラ企
業として、ネーミングライツ事
業に参加することが地域貢献に
つながると感じました。また、
弊社には野球部があり、以前か
ら当施設を利用していたため、
野球部のモチベーション向上に
つながればと期待を込めて応募
しました。

愛称に込めた思い
　これまで市内の野球経験者に

伊勢崎ガス
あずまスタジアム

親しまれてきたあずまスタジア
ムの名称を大切に残したいと思
い、「伊勢崎ガスあずまスタジ
アム」という愛称にしました。

市民の皆さんへ一言
　ネーミングライツ事業を通し
て新しい愛称を付ける機会をも
らいうれしく思います。今後も
年齢や性別、野球経験の有無な
どにかかわらず多くの人に施設
を利用してほしいです。そして、
思う存分野球を楽しんでもらえ
たら幸いです。

施設概要
　野球場やソフトボール
場として利用することが
でき、夜間照明などの設
備が充実している。
●敷地面積＝1万3,137

平方メートル
●観客収容人数＝3,500

人
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自慢の
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紹介

●活動状況は？
▶月1回
●活動場所は？
▶境島村公民館
●メンバーは？
▶10人

　美味しんぼ倶楽部では、毎月の当番を決めてレシピの作成や
材料の調達を行い、みんなで料理を作っています。地域のみん
なで料理をしようと集まったことをきっかけに発足し、ことし
で26年目を迎えました。新型コロナウイルスの影響で活動でき
ない期間もありましたが、今年度から活動を再開。会員同士の
仲が良く、話し合いながら料理を作ったり、食事をしたりと、
和気あいあいとした雰囲気の中で活動しています。

境島村公民館（☎74−9345） サークル名 美
お

味
い

しんぼ倶楽部

　今号では、1月11日（木）に
開催される「いせさき初市」に
ついて掲載しています。会場
では、だるまを売る多くの露
店が立ち並ぶほか、上州焼

や

き
饅
まん

祭
さい

やみこしの出初め、猿回
しなど新年を祝うさまざまな
催しが行われます。そんな中
でも私が最も楽しみにしてい
るのは、だるまの露店です。
色や大きさ、デザインなどさ
まざまなだるまの中からお気
に入りの一つを決めて購入し
たいです。以前から気になっ
ていた「アマビエだるま」を見
つけたらこの機会に購入した
いと思います。　　　　（う）

第132回
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